
①　オクチョウジ系

花は白色または淡紅色で散形状 葉の正面は伏毛が散生し、葉裏は脈上に開出毛を密生する。
新葉は緑 鋸歯の先は丸く、蜜腺は葉の付け根にある。 落葉小木 場所　　吉平観音さまと一本松
葉の展開と花は同時 葉柄は毛が多い 　　　　　展望台の中間の曲り

②　カスミザクラ系　（和名　ｹﾔﾏｻﾞｸﾗ）

花は白色で散房花序
新葉は緑 葉の無毛と毛のあるものがある。裏面は白色にならない。 落葉高木 場所　一本松展望台　東屋脇
葉の展開と花は同時 鋸歯は粗い重鋸歯と単鋸歯 高さ２０ｍ

蜜腺は葉柄の上端からやや下につく 直径70cm
③　ヤマザクラ系

花は淡い紅色で散房花序
新葉は紅色 葉表は無毛で単鋸歯または重鋸歯　葉裏は無毛で白色をおびる葉柄は無毛で蜜腺は上部につく 場所　大峰山展望台　小屋脇
葉の展開と花は同時

④　オオヤマザクラ系（大山桜） 別名　紅山桜（ﾍﾞﾆﾔﾏｻﾞｸﾗ）　蝦夷山桜（ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ）

花は濃い紅色で散形状　鱗片葉が粘る
新葉は紅色 葉の無毛で、裏面は白色をおびる。 落葉高木 場所　　
葉の展開前に花が咲く 鋸歯は粗く単鋸歯と重鋸歯がまじる 高さ２０ｍ～２５ｍ 馬越口分岐下箱岩側に１本

蜜腺は葉柄の上端からやや下につく 直径８０～１３０ｃｍ 大峰山頂と展望台の中間に１本
葉の基部は切形または円形

大峰山天然記念物橡平桜樹林　桜の種類

落葉高木
高さ２０ｍ

直径１００ｃｍ
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